
高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１

学

期

単元　情報機器の設定

【知識及び技能】
　

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　個人端末の設定
　アカウント情報の設定
・教材

　
・一人１台端末の活用
　学校での使用を可能としていく

定期考査

・指導事項
　情報社会についての理解を
　深めさせる
・教材
　教科書
・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト

情報 情報Ⅰ

・指導事項
　問題解決についての理解を
　深めさせる
・教材
　教科書
・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＷＯＲＤを使用した書類作成

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○

 情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに、情報社
会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

【知識及び技能】

情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する方
法についての知識と技能を身に付けるとともに、情報
に関する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割
や責任等について、情報と情報技術の理解と併せて
身に付ける。

情報と情報技術を適切に活用することを通して、法
規や制度及びマナーを守ろうとする態度、情報セ
キュリティを確保しようとする態度などの情報モラル
を養い、情報と情報技術を活用することで情報社会
に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ⅰ
2

【思考力、判断力、表現力等】

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、さま
ざまな事象を情報とその結び付きの視点から捉え、
複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力
を養うとともに、情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。

実教出版　　図説　情報Ⅰ　　パーフェクトガイド情報office2019対応

情報

 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
する力を養う。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【知識・技能】
　情報の特徴について、意味を
　理解している。
【思考・判断・表現】
　ネット依存など個人に与えている影響
　に対して考え、適切な判断することが
　できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報の発信・受信において、発信者や
　受信者として注意すべき点について考
　え、自ら責任をもって行動している。

思 態

○

○ ○

○ 5○

【知識・技能】
　問題の構成要素の把握や制約条件の整理
　など、問題の明確化について理解して
　いる。
【思考・判断・表現】
　適切な情報収集方法を選択し、幅広い
　観点から情報を収集できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決のためのグループでの取り組み
　に、積極的に参画している。

○

○ 1

8

○

単元　１章 情報社会と問題解決
【知識及び技能】
　問題や問題解決の意味、問題解決の
基本的な手順について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な情報収集方法を選択し、幅広
い観点から情報の収集について学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報を効果的に分析し、まとめる方法
について学ぶ。

【知識・技能】
　　自分で端末の設定を行うことができる
【思考・判断・表現】
　　端末の設定に必要な情報や条件に

　　ついて考えることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　　自分の端末を適切に活用することが
　　できる

○ ○ ○ 4

単元　序章　情報社会と私たち
今までの情報技術とこれからの情報技
術
【知識及び技能】
　情報社会の特徴を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
　情報社会における個人の責任に
　ついて思考することができる
【学びに向かう力、人間性等】
　情報の発信者としてのモラルを
　身につけることができる



○ 1

【知識及び技能】
　データの種類(質的データ、量的データ）やデータ
の活用方法について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　身のまわりのビッグデータについて、具体的な内
容やデータの収集方法などを考察することができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　収集したデータなどを表計算ソフトウェアを利用し
て統計処理を行い、グラフ化などをする活動に対
し、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 15

○ ○

３

学

期

単元　4章 アルゴリズムとプログラミン
グ

【知識及び技能】
　アルゴリズムの基本について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　配列やリストを使って効率よく数値を
処理できるプログラムを作る。
【学びに向かう力、人間性等】
　より良いプログラムを作るにはどうす
ればよいか検討できる。

・指導事項
　プログラムについての理解を
　深めさせる
・教材
　教科書
・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　プログラムソフトを使用した
　実習の実施

２

学

期

定期考査

○ ○ 16

単元　５章
　モデル化とデータの活用

【知識及び技能】
　データの種類やデータの活用方法に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　身のまわりのビッグデータについて、考
察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　収集したデータなどをグラフ化などを
する活動に意欲的に取り組んでいる。

合計

70

【知識及び技能】
　アルゴリズムの基本とプログラムの意味を理解し
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
　アルゴリズムやプログラムをわかりやすくするため
の注意点について考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　プログラミング言語に興味をもち、プログラムの作
成に積極的に取り組んでいる。

○ ○

単元　２章　コミュニケーションと情報デ
ザイン

【知識及び技能】
　メディアリテラシーの考え方について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報メディアや表現メディアを活用し、
信憑性の高い情報を発信できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報メディアの情報を読み解こうとす
る学習に主体的に取り組んでいる。

・指導事項
　情報デザインについて考え、
　自分の力で発表資料を作成する
・教材
　教科書
・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＷＯＲＤを使用した書類作成
　ＥＸＣＬを使用した表の作成

【知識・技能】
　メディアリテラシーの考え方や情報の信憑性につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
　情報メディアや表現メディアを活用し、主体的に情
報発信することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　メディアから提供された情報を主体的に読み解こ
うとする態度を身に付けている。

○ ○ ○ 10

○ 10

・指導事項
　データ活用についての理解を
　深めさせる
・教材
　教科書
・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＷＯＲＤを使用した書類作成
　ＥＸＣＬを使用した表の作成

単元　２章　コミュニケーションと情報デ
ザイン

【知識及び技能】
　メディアリテラシーの考え方について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報メディアや表現メディアを活用し、
信憑性の高い情報を発信できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報メディアの情報を読み解こうとす
る学習に主体的に取り組んでいる。

・指導事項
　情報デザインについての理解を
　深めさせる
・教材
　教科書
・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＷＯＲＤを使用した書類作成
　ＥＸＣＬを使用した表の作成

【知識・技能】
　メディアリテラシーの考え方や情報の信憑性につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
　情報メディアや表現メディアを活用し、主体的に情
報発信することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　メディアから提供された情報を主体的に読み解こ
うとする態度を身に付けている。

○



高等学校 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報 情報Ⅱ
情報 情報Ⅱ 2

東京書籍　　情報Ⅱ　　Ｐ検定準拠テキスト

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
 情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに、情報
社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用する力を養う。

思

情報Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術を活用して問題を発見・解決す
る方法についての知識と技能を身に付けるとと
もに、情報に関する法規や制度及びマナー、個
人が果たす役割や責任等について、情報と情報
技術の理解と併せて身に付ける。

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、
さまざまな事象を情報とその結び付きの視点か
ら捉え、複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだす力を養うとともに、情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て、法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度、情報セキュリティを確保しようとする態度
などの情報モラルを養い、情報と情報技術を活
用することで情報社会に主体的に参画する態度
を養う。

○

態
配当
時数

１
学
期

単元　Ｐ検定受験対策

【知識及び技能】
　情報活用の実践力の習得
　自ら課題を発見し、仮説を立て、
　その課題方法を計画し、実施する

【思考力、判断力、表現力等】
　複数の情報の中から、情報として
　参照できるものと望ましくないも
の
　とを、わけることができる

【学びに向かう力、人間性等】
　他人の意見を応用的・発展的に活
用
　し、よりよいものを創り上げる

・指導事項
　受験級・目標の設定
　ＩＣＴを活用した問題解決力の育
成

・教材
　Ｐ検定「課題で学ぶ」シリーズ
　
・一人１台端末の活用
　実技課題の練習の実施
　ＷＯＲＤを使用した書類作成
　ＥＸＣＬを使用した表の作成

【知識・技能】
　　課題解決の結果を論理的にまとめ、情報手
段
　　を活用して効果的に発表する
　
【思考・判断・表現】
　　課題を発見し、課題解決に向けて、洞察す
る
　　予想や仮説の検証方法を考察する

【主体的に学習に取り組む態度】
　　資料ををもとにして、他人に説明したり、
　　他人の考えに助言したりする

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

16

2

２
学
期

単元　理論編１章
　　情報技術と社会の変化

【知識及び技能】
　情報技術を適切に活用する方法を
　理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　情報社会の進展で発生しうる問題
に
　対応する方法を考えることが
　できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会の進展で発生しうる問題
に
　対応するにはどうしたらいいか

・指導事項
　情報社会についての理解を
　深めさせる

・教材
　教科書

・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＰＰを使用した発表資料の作成

【知識・技能】
　情報社会の進展についてや法律関連について
　考え方や情報の信憑性について理解してい
る。

【思考・判断・表現】
　情報メディアや表現メディアを活用し、
　主体的に情報発信することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　メディアから提供された情報を主体的に
　読み解こうとする態度を身に付けている。

○ ○ ○ 16

単元　理論編４章
　情報システム

【知識及び技能】
　情報セキュリティを確保し、社会
で
　活用されている情報システムに
　ついて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　情報システムについて、考察する
　ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　情報システムが社会に与える影響
に

検定受験
○ ○

○ ○

・指導事項
　情報システムの種類・設計につい
て

・教材
　教科書

・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＰＰを使用した発表資料の作成

【知識及び技能】
　情報システムやセキュリティについて
　体系的に理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会で活用されている情報システムについ
て、
　身のまわりのビッグデータを用いて、具体的
な
　内容やデータの収集方法などを考察すること
が
　できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　収集したデータなどを表計算ソフトウェアを
　利用して統計処理を行い、グラフ化などをす

○ ○ ○

合計

70

2

３
学
期

単元　実習編　卒業課題

【知識及び技能】
　身に付けた知識を活用して実習課
題
　に取り組むことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決方法について協力して
　発表資料が作成できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　相互評価を通じてお互いの成果物

・指導事項
　情報社会について

・教材
　教科書

・一人１台端末の活用
　フォームでの小テスト
　ＰＰを使用した発表資料の作成

【知識及び技能】
　現在生活してる社会で活用されている情報に
　ついて理解できている。

【思考力、判断力、表現力等】
　身に付けた知識を発表資料として表現する
　ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　他者の成果物に興味をもち、評価に対して
　積極的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 14

定期考査
○


